
 



議案（１）           令和４年度 同窓会活動報告 

 
令和４年度は新型コロナウイルス感染拡大による継続的行動制限が続いたが、感染防止に最大限配

慮したなかで同窓会活動を計画通り実施したことを報告する。 

 

１ 会員の夢実現に向けた支援体制の維持 

＊各期会⾧、幹事、連絡委員、広報委員（役員）宛にメール送信を行い下記の情報発信を行った。 

・会員からの要請によるイベント案内や募集案内 9 件 

・夢追塾同窓会事務局からの要請によるイベント案内 2 件 

＊「同窓会だより」で会員の活動を紹介 

・事務局が把握している各期会⾧・役員宛にメール送信するとともにホームページに掲載した。 

＊会員の活動を支援するため、同窓会の事業目的に合致するイベントを、各期役員経由で各期会員 

にメール等で紹介を行った。 

＊生涯現役夢追塾のイベントについても、各期役員経由で各期会員にメール等で紹介するとともに 

希望会員が参加することで連携した。 

＊広報委員会は必要と判断した場合は不定期に開催（令和 4 年度は開催無し） 

  ※ 同窓会事務局員での広報に関する「同窓会ホームページ作成勉強会」を 4 回開催した。 

 

２ 同窓会主催による会議の運営（役員会・事務局会議、その他） 

＊役員会はコロナ禍ではあったがリアル会議を 7 回、テレワーク会議を 4 回開催した。 

＊事務局会議はリアル会議を 2 回、テレワーク会議を 8 回開催した。 

＊第 15 回定期総会は事業方針通り、令和 5 年 5 月 20 日(土)開催。 

＊役員会（リアル）出席者に対しての交通費（一回 300 円）は 4 月 28 日の役員会で支給した。 

 

3 同窓会の目的達成のための事業推進 

 （事業内容） 

 ＊「夢追いすてきな仲間たち」・「第 15 回 同窓会総会・茶話会」同時開催 

実施日：令和 5 年 5 月 20 日（土） 

 

4 北九州市、社会福祉協議会が主催する行事への協力 

・令和 5 年 2 月 19 日(日)開催された「北九州マラソン２０２3」に、同窓会として 37 名がボランテ 

ィア参加した。 

 

※ 同窓会内の連絡体制 

（１） 会員からの連絡相談は都度、各期ごとに取り纏め、必要に応じて役員会に上申とする。 

（２） 申し出事項については、会⾧を含む事務局内で検討し、対応を決定する。（役員会審議など） 

（３） 同窓会内の連絡は、事務局から、各期の連絡委員に依頼する。 

（４） 各期の連絡委員は、それぞれの連絡網によって、連絡事項の周知徹底を図る。 

以上 



議案 (2)・ (3)令和4年度 夢追塾同窓会 会計決算報告口監査報告

自:令和4年 5月 1日  至:令和5年3月 31日

【収入の部】 (単位:円 )

【支出の部】 (単位:円 )

科  目 令和4年度実績 予算差異 備  考

前期繰越金 (A) 515,800 515,800 0

年会費 75,000 87,500 12,500 会員 175名

預金利息 4 4 0

雑収入 0 0 0

収入合計 (B) 75,004 87,504 12,500

合計(C)=(A+B) 590,804 603,304 12 500

目

次期繰越金E=(C―D)

合計 (C)=(D+E)

令和4年度の会計収支報告を上記のとおり報告いたします。

夢追塾同窓会会長    新見 正康

夢追塾同窓会会計 岡  ひろみ

上記、会計収支報告書について、会計出納簿、領収書、現金等を監査の結果、

適正に処理されていることを証します。

③

予算差異 備  考令和4年度予算 令和4年度実績
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0 ‐10,00010,000備品費
補助費0 000暉1lD00010同窓会懇親会

‐50,000 会場費・印刷費0すてきな仲間2022 50,000

00 0マ

テ

州

ン

九

ラ

北

ボ
ラソン

イア

0 ‐60,00060,000

行
事
費

行事費計
‐10,00010,000 0雑費
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夢追塾同窓会会計監査 中野 芳樹 @
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議案（5）          令和 5 年(2023 年)度 同窓会運営方針 

～ 会員間の相互支援・交流と親睦の維持 ～ 

 

１． 会員の夢実現に向けた支援体制の維持 

（１） 事務局・役員会・広報委員会の連携体制を維持し、同窓会員の活動についての情報の収集と発信 

の継続に努める。（同窓会ホームページの活用や役員会における報告など） 

（２） 活動に対する「後援申請」をはじめ、会員からの要望・支援要請に応じる。 

（３） 生涯現役夢追塾との連携と相互支援の継続に努める。 

（４） 北九州市、社会福祉協議会、市民センターなど、地域と連携し、同窓会活動全般にわたり、支援・ 

協力を得やすい環境維持に努める。 

（５） いきがい活動ステーションおよび夢追いサポートセンターからの情報は、各期連絡員を通じて 

会員への周知に努める。 

（６） 一年間の運営を通して、持続可能な同窓会のあり方、運営のあり方について、会員の意見を集約 

し議論を重ねつつ、より良い運営体制を追求する。 

 

２． 同窓会主催による会議の運営（役員会・事務局会議・その他） 

（１） 役員会は、その主題を「同窓会事業の運営に係る内容、方針の確認」とし、「同窓会運営のあり 

方」についても、検討課題として取り組んでいく。 

（２） 役員会は、原則として定期開催とし各期 1 名～2 名の参加とする。 

（３） 役員会の出席者は、必ずしも毎回各期会⾧である必要はないものとする。 

（４） 事務局会議は、必要の都度、開催することとする。 

（５） 同窓会主催による会議の出席者に対しては、交通費補助を実施する。 

 

３． 同窓会の目的達成のための事業の推進 

（事業内容） 

1 「同窓会懇親会」（令和 5 年夏予定） 

2 「夢追いすてきな仲間たち」（令和 6 年 2 月） 

3 「第 16 回 同窓会定期総会・懇親会」（令和 6 年 5 月） 

 

４． 北九州市、社会福祉協議会が主催する行事への協力、参加 

市、および社会福祉協議会からの要請のもと、会員各位の自主的なボランティアでの参加とする。 

 

※ 同窓会内の連絡体制 

（１） 会員からの連絡相談は都度、各期ごとに取り纏め、必要に応じて役員会に上申とする。 

（２） 申し出事項については、会⾧を含む事務局内で検討し、対応を決定する。（役員会審議など） 

（３） 同窓会内の連絡は、事務局から、各期の連絡委員に依頼する。 

（４） 各期の連絡委員は、それぞれの連絡網によって、連絡事項の周知徹底を図る。 

以上 



　   　  　　令和５年度　　夢追塾同窓会　予算
　　　　　　　　自：令和５年4月1日　　　至：令和6年3月31日

【収入の部】　（単位：円）
令和4年度実績 令和5年度予算 備考

515,800 564,444

87,500 90,000 会費500円×会員数　１８０

4 4 預金利息

0 0

87,504 90,004

603,304 654,448

【支出の部】（単位：円）

令和4年度実績 令和5年度予算 備考

0 10,000

3,560 10,000 総会資料印刷費

4,400 10,000 Zoom会議など

30,900 50,000 会議出席交通費

0 10,000

同窓会懇親会 0 10,000 補助費

すてきな仲間たち
２０２３

0 50,000 会場費・印刷費等

北九州マラソン
ボランティア

0 0

行事費計 0 60,000

雑費 0 10,000

38,860 160,000

564,444 494,448

合計（C）=（D+E) 603,304 654,448

生涯現役夢追塾同窓会

会長　新見　正康　(4期)
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費
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次期繰越金E=(C-D)

合計C(=A+B)
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